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日本産好蟻性動物目録 
寺山・丸山(200７)「日本産好蟻性動物仮目録」を改変． 

 

表１. 日本の好蟻性動物.  
 高次分類は基本的に科レベルまでを表示した．栄養共生者の多い昆虫綱半翅目のアブラムシ上科，カイガラムシ上科，キジラ

ミ上科，ツノゼミ科は表２に，鱗翅目は表３に分割して示した．センチュウ類のような体内寄生虫は好蟻性昆虫に含めない場合が

多いが，寄生によって寄主アリの行動が大きく変わる等の観察例も知られており，本目録では内部寄生虫も加えておいた． 

 好蟻性動物であるかないかは，その種の行動や生態を良く調べないと判定できないものが多く簡単ではない．さらに，偶然にア

リとともに採集され，好蟻性と見なされた例もあり注意を要する．例えばエグリゴミムシやアリモドキバチは，今日好蟻性ではないと

判断されている（丸山他, 2013; 寺山, 1999）． 

             

分類群                寄主・生態・文献 

              

PLATYHELMINTHES 扁形動物門 

Cestoda 条虫綱 

     Cyclophyllidea エンヨウジョウチュウ目 

Davaineidae ダベン条虫科 

Raillietina echinothrida （Megnin） キョクコウジョウチュウ  ニワトリに寄生し，トビイロシワアリ，アズマオオズアリが中間宿主

となる（沢田，1952，1953b）． 

R. tetragona （Molin） ホウケイジョウチュウ  ニワトリ等の家禽に寄生し，トビイロシワアリ，アズマオオズアリが中間宿主となる

（沢田，1952，1953b）． 

R. sp.  オオハリアリの体内から得られた（沢田，1953a）． 

 

Trematoda 吸虫綱 

 Plagiochiida 斜睾吸虫目 

  Dicrocoeliidae 科 

Dicrocoelium dedriticum （Rudolphi） ヤリガタキュウチュウ  草食獣の胆管に寄生し，中間宿主を陸貝（日本ではヤマホタ

ルガイ）からアリを経て，最終的な宿主に到達する． 

 

NEMATODA線形動物門 

Adenophorea 双器綱 

Mermithida シヘンチュウ目 

 Mermithidae科 

Mermis sp.  日本での正式な種の同定記録がないが，オオズアリ，クシケアリ，ヤマアリ，ケアリ類等から見い出されている． 

Mermis(?) sp.  アシジロヒラフシアリ(Yamauchi et al., 1991). ハリガネムシの一種として報告されたが，センチュウの可能性

がある(中村, 2009). 

 

ARTHROPODA 節足動物門 

ARACHNIDA クモ綱 

 ARAREAE クモ目 
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  Corinnidae ネコグモ科 

Phrurolithus labialis (Paik) ウスイロウラシマグモ  トビイロシワアリ(小松, 2009). 

 

  Thomisidae カニグモ科 

Tmarus piger (Walckenaer) トラフカニグモ  本属の種は好んでアリを捕食する(千国，2008; 新海, 1998; 丸山他，2013). 

T. rimosus (Paik) 

T. sp. 

 

  Linyphiidae サラグモ科 

Evansia merens O. P. -Cambridge アリノスヌカグモ  トビイロケアリ，クロヤマアリの巣に生息（斉藤，1983）． 

   

  Theridiidae ヒメグモ科 

Dipoena castrata Bösenberg et Strand ボカシミジングモ  ミジングモ属の種はアリを専食する（小野，2000）． 

D. flavomarginata Bösenberg et Strand キベリミジングモ 

D. japonica （Yoshida） ヤマトミジングモ 

D. mustelina （Simon） カニミジングモ  クロヤマアリ，トビイロケアリ，サクラアリ等を餌とする（梅田他，1996）． 

D. mutilata Bösenberg et Strand コアカクロミジングモ 

D. okumae Yoshida クロミジングモ 

D. punctisparsa Yaginuma  シモフリミジングモ トビイロケアリを主な餌とする（梅田他，1996；宮下，2000）． 

Yaginumena sp.  奄美大島に分布．さまざまなアリを餌とする(丸山他, 2013).  

Phycosoma(?) sp.  沖縄島に生息(Yoshida, 2002). 

 

  Salticide ハエトリグモ科 

Siler vittatus （Karsch）アオオビハエトリ  本属の種は好蟻性で，アリを襲って餌とする（小野，2000）． 

S. colingwoodi O. P.-Cambridge カラオビハエトリ 

Myrmarachne formicarina （De Geer） タイリクアリグモ  Myrmarachne属の種はアリに良く擬態するがアリとの直接的な関

係が示唆されるのは今のところ本種のみである．トビイロケアリの巣中から得られた（石野田，1995）． 

 

ACARINA ダニ目 

 Acaridae コナダニ科 

Acotyledon sp.  ケアリ属，クシケアリ属に寄生(丸山他, 2013). 

 

 Antennophoridae ムシノリダニ科 

Antennophorus sp. アリダニ  クサアリ亜属，アメイロケアリ亜属に寄生(丸山他, 2013; 岩井・北澤, 2014). 

 

  Pygmephoridae ヒナダニ科 

Peatalomium kurosawai Kurosa  クロヤマアリ（黒佐，1980）． 

P. aculeatum japonicum Kurosa  ニシムネアカオオアリ（黒佐，1980）． 

P. carelitschensis （Sevastianov） ナカヨリオオヒナダニ  シワクシケアリ（黒佐，1980）． 

P. nataliae （Sevastianov） ナターリオオヒナダニ  トビイロケアリ（黒佐，1980）． 
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P. ucrainicum （Sevastianov） ウクライナオオヒナダニ  クロクサアリ（黒佐，1980）． 

P. aculeatum Mahunka インドオオヒナダニ  ムネアカオオアリ（黒佐，1980）． 

P. scyphicus （Sevastianov） スキタイオオヒナダニ  ケアリ属（黒佐，1980）． 

Unguidispus japonicus Kurosa ツメチビヒナダニ  トビイロケアリ（Kurosa，1979）． 

U. lassi Kurosa ケアシツメヒナダニ  トビイロケアリ，ハヤシケアリ（Kurosa，1979）． 

U. okumurai Kurosa オクムラツメチビヒナダニ  ハヤシケアリ（Kurosa，1986）． 

 

  Scutacaridae ヒサシダニ科 

Lophodispus latus Kurosa カンムリヒサシダニ  トビイロケアリ，ハヤシケアリ（Kurosa，1972）． 

Imparipes obsoletus Rack サキナシヒサシダニ  エゾアカヤマアリ，キイロケアリ，トビイロケアリ．森林内の落葉層からも見い

出される（黒佐，1980）． 

I. robustus Kaafiat オオアシナガヒサシダニ  クロヤマアリ，クロクサアリ等（黒佐，1980）． 

Scutacarus flexisetus Karafiat ケマガリヒサシダニ  クロクサアリ（黒佐，1980）． 

S. expectatus Karafiat  トビイロケアリ（黒佐，1980）． 

S. sp.  オオハリアリ(丸山他，2013). 

 

  Uropodidae イトダニ科 

Macrodirychus yonakuniensis Hiramatsu ヨナグニオオイトダニ  オオズアリ属(江原, 1980; 平松, 1980). 

Uropoda similihamulifera Hiramatsu マルゲイトダニ  トビイロケアリ(江原, 1980; 平松, 1980). 

Gen. et sp.  ツヤオオズアリのサナギに寄生（Breton et al.，2006）． 

 

DIPLOPODA ヤスデ綱 

 POLYDESMOIDEA オビヤスデ目 

  Cryptodesmidae クビヤスデ科 

Ampelodesmus corniger Murakami コブハガヤスデ  アリの巣中から発見（村上，1964）． 

A. granulosus Miyosi ハガヤスデ  アメイロアリ，トビイロケアリ等，10種以上のアリの巣から発見されている（芳賀，1959；篠原，

1968；篠原他，1996）． 

A. iyonis Murakami イヨハガヤスデ  トビイロシワアリ，クロヤマアリ（村上，1964，1965a，b）． 

A. sp. オキナワハガヤスデ  さまざまなアリの巣から得られる(寺山・丸山，2007). 

Pseudocatapyrgodesmus glaucus Miyosi コブヤスデ  サクラアリ（丸山他, 2013）等のアリの巣中から発見される（芳賀，

1959）． 

 

 SCHIZOCEPHALA フサヤスデ目 

  Polyxenidae フサヤスデ科 

Eudigraphis takakuwai Miyosi フサヤスデ  樹上営巣性アリ類の巣（Ishii & Yamaoka，1982）． 

 

CRUSTACEA 甲殻綱 

 ISOPODA ワラジムシ（等脚）目 
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  Oniscidae ホンワラジムシ科 

Exalloniscus cortii Arcangeli オカメワラジムシ  アリの巣や石下から得られる（市川，1992；布村，1999）．アリとの関係は不

明だが，巣内の腐食質を餌にしていると思われる．アリノスワラジムシ科Platyarthridae のアリノスワラジムシ属Platyarthrusの

種がケアリやシワアリ，ヤマアリ類の巣中から見つかると言った報告があるが（嵐山町博物誌編纂委員会，2002），これまでの本属

の報告のほとんどは，オカメワラジムであると思われ(布村, 2015)，アリノスワラジムシ Platyarthrus属が日本に生息するかどうか

今後の研究に待たれる. 

 

PARAINSECTA 側昆虫綱 

 COLLEMBOLA トビムシ目 

  Cyphoderidae アリノストビムシ科 

Cyphoderus javanus Börner ジャワアリノストビムシ  =Cyphoderus bidenticulatus Parcna. Cyphoderus属は好蟻性とさ

れる（Wilson，1971）．日本では１種のみが知られる(一澤，2012). 

Serroderus hozawai （Kinoshita） ホウザワアリノストビムシ  好蟻性・好白蟻性とされ，さまざまなアリの巣から得られる（丸山

他, 2013）．土壌からも得られる（内田，1952；伊藤・須磨・田中，1999）．日本では１種のみが知られる(一澤，2012). 

 

INSECTA 昆虫綱 

 THYSANURA 総尾目 

  Lepismatinae シミ科 

Lepisma albomaculata Uchida キボシアリシミ  ヒメアリ属の巣から得られた（内田，1943；町田，1996，1999）． 

Nipponatelura shirozui （Uchida） シロウズアリシミ  蟻の巣中に棲息（Uchida，1960，1968；町田，1996，1999） 

Nipponatelurina kurosai Mendes & Machida クロサアリシミ  トビイロシワアリ，クロヤマアリ，オオズアリ属（Mendes & 

Machida,1994）． 

N. sp.   ツシマハリアリ(丸山他, 2013). 

Proatelura jacobsoni (Silvestri) クボタアリシミ  = Aterura kubotai Uchida, = Nipponatelura kubotai （Uchida） オオ

ハリアリ，アミメアリ，トビイロシワアリ，オオズアリ（内田，1949，Uchida，1954，1960，1968；町田，1996，1999；青木，1954） 

 

 

 ORTHOPTERA 直翅目 

  Myrmecophilidae アリヅカコオロギ科 

Myrmecophilus albicinctus Chopard シロオビアリヅカコオロギ  アシナガキアリ，まれにオオズアリ類の巣から得られている

（丸山，2006）． 

M. formosanus Shiraki ミナミアリヅカコオロギ  オオズアリ属他の巣に生息する（丸山，2006）. 

M. sapporensis Matsumura アリヅカコオロギ  ケアリ属の巣に生息する（丸山，2006）. 

  [M. gigas Ichikawa オオアリヅカコオロギ  ムネアカオオアリの巣から得られている（Ichikawa，2001）.] 

  [M. horii Maruyama クマアリアリヅカコオロギ  ヤマアリ属の巣に生息（Maruiyama，2004）.] 

  [M. kinomurai Maruyama クサアリアリヅカコオロギ  クサアリ類の巣に生息（Maruyama，2004）.] 

  以上の 4種は遺伝的には識別不能でと M. sapporensis の同物異名となる可能性が高い(Komatsu et al., 2008; 丸山他, 

2013).  

M. ishikawai Maruyama ウスカワアリヅカコオロギ  アメイロケアリ類の巣に生息（Maruyama，2004）. 

M. kubotai Maruyama クボタアリヅカコオロギ  ヤマアリ属各種およびクロオオアリの巣に生息（Maruyama，2004）. 
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M. teranishii Teranishi テラニシアリヅカコオロギ  ケアリ属の巣に生息（丸山，2006）. 

M. tetramorii Ichikawa サトアリヅカコオロギ  主にトビイロシワアリの巣に生息（Ichikawa，2001；丸山，2006）. 

M. sp. フタオビアリヅカコオロギ  アシナガキアリ(丸山他，2013). 

Myrmophilellus sp.   沖縄島でトゲオオハリアリの巣中から得られている(寺山，1996)．インドから東南アジアに広く分布する

M. pilipesでは 4亜科にまたがる不特定多種のアリの巣から得られている(Komatsu & Maruyama, 2016)． 

 

 HEMIPTERA 半翅目 

  Flatidae アオバハゴロモ科 

Atracis formosana Jacobi キノカワハゴロモ  さまざまなアリの巣内あるいは巣の近くに生息する(丸山他, 2013). 

 

  Tettigometridae アリヅカウンカ科 

Tettigometra bipunctata Matsumura アリヅカウンカ  アリヅカウンカ科の種はアリ類と共生するとされている（松村，1905）．

本種の生態は不明. 

T. shikokuana Ishiharaシコクアリヅカウンカ  生態は不明． 

 

  Enicocephalidae クビナガカメムシ科 

Orcylocotis sp．チャイロクビナガカメムシ  アシナガキアリ(丸山他, 2013). 

 

  Reduviidae サシガメ科 

Ptilocerus immitis Uhler フサヒゲサシガメ  腹部に誘引腺を持ち，樹上性のアリを襲うと思われる（宮本，1965）．稀な種． 

Acanthaspis cinciticrus Stål ハリサシガメ  幼虫はアリの死骸を背負い，好んでアリを補食する（宮本，1965；田辺他，

2006）． 

 

 COLEOPTERA 鞘翅目 

Carabidaeオサムシ科 

Ceratoderus venustus Hisamatsu クロオビヒゲブトオサムシ； クボミシリアゲアリの巣の周辺に見られる（Sakai & Tanabe，

1996, 1997; 野村, 1998; 木野村，私信）． 

Eustra chinensis Banninger オオエグリゴミムシ  ツシマハリアリの巣中で発見される(丸山他, 2013). エグリゴミムシ Eustra 

japonicaとジュウジエグリゴミムシE. cruciferaもアリの多い場所で採集され，好蟻性または好白蟻性の可能性が指摘されて来た

が（中根，1961；佐藤，1995）これらは好蟻性種ではない． 

Lachroderma asperum Bates アリスアトキリゴミムシ  カワラケアリの行列や巣内で見られる（豊田，2000；嵐山町博物誌編纂

委員会，2002）． 

 

  Staphylinidae ハネカクシ科 

Aspidobactrus claviger Sharp  マルムネアリヤドリ  カワラケアリ（Naomi，1986；平野，1987；岩田・直海，1998；

Maruyama，2000），ハヤシケアリ(丸山他，2013)． 

A. semioribiculatus Maruyama ニシマルムネアリヤドリ  ハヤシケアリ(丸山他，2013)．  

A. toyodai Maruyama ヒメマルムネアリヤドリ  カワラケアリ（Maruyama，2000； 丸山他，2013）． 

A. formicae Maruyama ヤママルムネアリヤドリ  トビイロケアリ(丸山他, 2013). エゾアカヤマアリ（Maruyama，2000）の記

録は偶発的なもの． 
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Astenuis setifer Cameron トゲトゲハネカクシ  トビイロシワアリ(新井, 2004). 

A. spinosus Zhao & Sakai トゲシリグロハネカクシ  アシナガキアリ(丸山他, 2013). 

Diploxenus kubotai Kistner & Akatsuka ケシアリヤドリ(ケシアリヤドリハネカクシ)  トフシアリ（Kistner & Akatsuka，

1981；吉田，1999）．世界最小の好蟻性ハネカクシ． 

D. sp. ミナミケシアリヤドリ  トフシアリ(丸山他，2013)． 九州から知られる． 

Euryusa hagai Maruyama & Miyake ケシシリアゲハネカクシ  寄主不明（Maruyama & Miyake 2003）． 

E. pipitzi （Eppelsheim） アシボソシリアゲハネカクシ  クサアリ類との関係が示唆されている（Mauryama，2002）． 

E. minor Maruyama & Hlaváč ヒメアシボソシリアゲハネカクシ  トビイロケアリの越冬コロニーから得られた（丸山，2002）． 

Falagrioma myrmecophila （Sharp） クサアリセミゾハネカクシ  クサアリ類（Kistner，1971；丸山，2002，2006）． 

Homoeusa longiornis Sharp ヒゲナガヒラタアリヤドリ  フシボソクサアリ，テラニシクサアリ以外のクサアリ類（坂田・岡野，

1946；丸山，2006；丸山他，2013）． 

H. laevigata Sharp ツヤヒラタアリヤドリ  フシボソクサアリ（丸山，2002，2006；丸山他，2013）. 

H. japonica Sharpヤマトヒラタアリヤドリ  クサアリ類の行列から得られる（沢田，1967；桐生，1969；丸山，2006） 

H. prolongata Sawada ヒラタアリヤドリ（アカヒラタアリヤドリハネカクシ）  クロクサアリ，トビイロケアリ（沢田，1967；桐生，1969；

丸山，2006（前 2例は“H. acuminata”として記録されている））． 

H. sp. ヒメヒラタアリヤドリ  クサアリ亜属（丸山, 2006b; 丸山他，2013）. 

Lomechusa sinuata （Sharp）ハケゲアリノスハネカクシ  クロヤマアリ，ハヤシケアリおよびクシケアリ類（丸山・喜田，2000a；

丸山，2002；丸山他，2013）． 

L. hosodai Sawada  アリの巣内から採集(Sawada, 1994). 

Lomechusoides suensoni （Bernhauer） タカネアリノスハネカクシ  = L. amurensis (Wasmann). ヤマクロヤマアリ（丸山，

2003）． 

Losiusa oxypodina (Sharp) ナガアリヤドリ  ケアリ属(Maruyama, 2009; 丸山他，2013). 

Ophryomedon crenuatus Cameron フチドリツヤケシハネカクシ   オオハリアリ （Maruyama & Shibata，1999）． 

Oxypoda sp. ミヤマゴミハネカクシ  ヤマアリ属(丸山他，2013)． 

Pella beijingorum （Pace） ヒメクサアリハネカクシ  クサアリ類．アメイロケアリ類からも得られている（Maruyama，2006；丸山，

2006）． 

P. comes （Sharp）クロツヤクサアリハネカクシ  クロクサアリ亜属の蟻道に生息（安松，1937；Kistner，1971）． 

P. horii Maruyama クマハネカクシ  キイロケアリ，トビイロケアリ（Maruyama，2006；丸山，2006； 丸山他，2013）． 

P. indiscreta （Sharp） チゴクサアリハネカクシ  クサアリ類（Maruyama，2006；丸山，2006）． 

P. kidaorum Maruyama エゾクサアリハネカクシ  クサアリ類の行列から得られる（Maruyama，2006；丸山，2006）． 

P. kinomurai Maruyama アカアシクサアリハネカクシ  クサアリ類（Maruyama，2006；丸山，2006）． 

P. japonica （Sharp） ネアカクサアリハネカクシ  クロクサアリ，ヒラアシクサアリの蟻道に生息（安松，1937；Kistner，1971）．

モリシタクサアリ(丸山他，2013)． 

P. masakoae Maruyama オオクサアリハネカクシ  クサアリ類，アメイロケアリ類（Maruyama，2006；丸山，2006）． 

P. socia （Sharp）コクロツヤアリノスハネカクシ  クサアリ類（丸山，2002；Maruyama，2006；丸山，2006）． 

P. spreta （Sharp）メダカクサアリハネカクシ  クサアリ類（Maruyama，2006；丸山，2006）． 

Philetaerius elegans Sharp オオズハイイロハネカクシ  クロクサアリ，ヒラアシクサアリ（平野，1984；Maruyama, Mizota & 

Ohara，2000；Maruyama，2006；丸山，2006）． 

Quedius hirticornis Sharp ツノヒゲツヤムネハネカクシ  クサアリ類（Maruyama & Toyoda，2000；Maruyama & 

Smetana，2004）． 
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Quedius aurorus Herman エゾツヤムネハネカクシ  クサアリ類（Maruyama & Smetana，2004）． 

Tetrabothrus japonicus Nakane コンボウヒゲブトハネカクシ  好蟻性と考えられる（Kishimoto，1997）． 

T. septentrionalis Kishimoto キタコンボウヒゲブトハネカクシ  好蟻性と考えられる（Kishimoto，1997）． 

T. varidus Maruyama & Kishimoto オニコンボウヒゲブトハネカクシ  好蟻性と考えられる（Maruyama & Kishimoto，

1999）． 

Thiasophila shinanonis Maruyama & Zerche, 2014 ヤマアリヤドリ  エゾアカヤマリ(=T. sp. 2, 丸山他，2013; Komatsu 

& Ueda, 2017). 

Thiasophila sp. 1 クサアリヤドリ  クサアリ亜属(丸山他，2013). 

Zyras optata （Sharp） コモンクロアリノスハネカクシ  クサアリ類のアリ道に棲息（平野，1984a）． 

Z. pictus (Sharp) クビアカアリノスハネカクシ  主にケアリ属．寄主特異性は低い(丸山他，2013)． 

Articerodes kurosawai Nomura クロサワヒゲブトアリヅカムシ  オガサワラアメイロアリ，ケブカアメイロアリ(小松他, 2012). 

A. kishimotoi Nomura オガサワラヒゲブトアリヅカムシ  好蟻性と推定されるが，寄主不明． 

Basitrodes oscillator （Sharp） ジョウエツツノアリヅカムシ  クロヤマアリ，ツノアカヤマアリ，アメイロケアリ，キイロケアリの記

録があるが（田野口，1979；丸山，2002，2003a；Nomura，2002），主な寄主はケアリ属であろう(丸山他, 2013)． 

B. hakusanus Nomura ハクサンツノアリヅカムシ  ヤマクロヤマアリ（Nomura，2002；丸山，2003）． 

Batrisodellus acuminatus (Sharp) トガリムネトゲアリヅカムシ  アシナガアリ属，ヤマアリ属(丸山他, 2013). 

B. longulus (Jeannel) ナガムネトゲアリヅカムシ  アシナガアリやヤマアリ類（田野口，1979，1980）． 

B. palpalis (Sharp) ヨコヅナトゲアリヅカムシ  アシナガアリ属，ヤマアリ属(丸山他, 2013). 

B. sp. ミヤマムネトゲアリヅカムシ  ヤマアリ属(丸山他, 2013). 

Batraxis kawaharai Maruyama & Sugaya キタアトキリアリヅカムシ  アメイロケアリの巣より得られた（Maruyama & 

Sugaya，2004）． 

B. splendida Nomura ツヤアトキリアリヅカムシ  オオハリアリ（Nomura，1986）． 

Batristilbus concolor （Sharp）ツヤチイロアリヅカムシ  クサアリ類（田野口，1979；丸山，2002、2006） ． 

B. politus （Sharp） エグリチイロアリヅカムシ  ハヤシケアリ（桐生，1969；丸山，2003a; 丸山他, 2013）． 

B. trichothorax Tanokuchi ケムネチイロアリヅカムシ  主にハヤシケアリ（丸山，2003a; 丸山他, 2013）． 

Boreochlamydus ohtanii Sawada  アリの巣内から得られている(Sawada, 1994). 

Centrotoma prodiga Sharp クロジュズヒゲアリヅカムシ  トビイロシワアリ（桐生，1969） 

Dendrolasiophilus concolor (Sharp) ツヤクサアリハネカクシ  クサアリ亜属(丸山他, 2013). 

D. nishikawai Nomura ニシカワクサアリヅカムシ  テラニシクサアリ，クロクサアリ(丸山他, 2013). 

Diartiger fossulatus Sharp コヤマトヒゲブトアリヅカムシ  トビイロケアリ，アメイロケアリ，キイロケアリ，アメイロアリ，クロヤマア

リ等の記録がある（田野口，1979；丸山，2002）．トビイロケアリとキイロケアリが主な寄主である(丸山他, 2013). 

D. japonicus （Sawada） ヒメヒゲブトアリヅカムシ  ヒラアシクサアリの巣付近で得られている（田野口，1979；長谷川・久保田，

1944；久保田，1965）． 

D. kubotai Nomura クボタヤマトヒゲブトアリズカムシ  トビイロケアリ（Nomura，1997），ハヤシケアリ(丸山他, 2013)． 

D. spinipes Sharp ヤマトヒゲブトアリヅカムシ  アシナガアリ(丸山他, 2013). トビイロケアリの記録（Nomura，1997）は偶発

的なものであろう． 

Harmophorus sp. ヨコヅナアリヅカムシ  ツシマハリアリ(丸山他, 2013). 

Micrelytriger nakatai Nomura オキナワコバネヒゲブトアリヅカムシ  リュウキュウアメイロアリ(丸山他, 2013). 本属の種は好

蟻性（Sugaya & Maruyama, 2003）． 

M. mirabilis Nomura コバネヒゲブトアリヅカムシ 寄主不明（Sugaya & Maruyama, 2003）． 
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Microdiartiger japonicus Sawada ヒメヒゲブトアリヅカムシ サクラアリ．クサアリ亜属のアリに運ばれる(丸山他, 2013). 

Saulcyella schmidti (Maelkel) コブヒゲアリヅカムシ  ケズネアカヤマアリ（野村・丸山, 2011）. 

Thiasophila shinanonis Maruyama & Zerche  エゾクシケアリ(Maruyama & Zerche, 2014). 

Triartiger reductus Nomura ツシマミフシヒゲブトアリヅカムシ  キイロシリアゲアリ(Komatsu & Maruyama, 2008)． 

Tmesiphorus ccrassicornis Sharp ヒゲカタアリヅカムシ  クロクサアリ，ヒラクロクサアリ（桐生，1978；平野，1984c）． 

T. princeps Sharp オオヒゲカタアリヅカムシ  クロオオアリ （桐生，1978；田野口，1979），クサアリ類（丸山，2002）． 

T. sp. 1 ホソヒゲカタアリヅカムシ  ヤマトアシナガアリ，アシナガアリ，アメイロケアリ亜属(丸山他, 2013). 

T. sp. 2 オキナワヒゲカタアリヅカムシ  ケブカアメイロオオアリ(丸山他, 2013). 

 

  Histeridae エンマムシ科 

Eucurtiopsis ohtanii (Sawada) アリノスコブエンマムシ  アズマオオズアリ(丸山他, 2013). 

E. hiranoi (Nishikawa) オキナワコブエンマムシ  ヒメオオズアリ(丸山他, 2013). 

Hetaerius gratus Lewis アカアリヅカエンマムシ  ヤマアリ属（田野口・小塩，1979；平野，1984a）． 

H. optatus Lewis クロアリヅカエンマムシ  ヤマトアシナガアリ(アシナガアリの記録は誤り（Maruyama, 2004； 丸山他, 

2013）)． 

Margarinotus maruyamai Ôhara アリクイエンマムシ  クサアリ類（Ôhara, 2000; Maruyama，2005, 2006）． 

Onthophilis silvae Lewis シナノセスジアリヅカエンマムシ  クサアリ類（平野，1984b） 

Orectophilis shihoae Nishikawa コブナシコブエンマムシ  オオズアリ，ミナミオオズアリ(丸山他, 2013). 

 

  Ptiliidae ムクゲキノコムシ科 

Rodwayia sp. アリスムクゲキノコムシ  オオズアリ，ミナミオオズアリ(丸山他, 2013). 

 

  Scarabaeidae コガネムシ科 

Clinterocera ishikawai （Kurosawa） チャイロホソハナムグリ  アリまたはシロアリとの関係が示唆されている（黒沢，1985；岩

田・直海，1998）．好蟻性である可能性が高い． 

 

  Endomychidae  テントウダマシ科 

Trochoideus desjardinsi Guérine-Méneville ヒゲブトテントウムシダマシ  アリやシロアリの巣中から得られる（鹿野，1928；

江崎，1941；佐々治，1980）． 

 

  Chrysomellidae ハムシ科 

Clytra laeviuscula Ratzeburg ヨツボシナガツツハムシ  主としてヤマアリ属のアリを寄主とし，幼虫が巣中の植物質を食べて

育つとされている（Jolivet 1952；Wilson，1971）． 

Cryptocephalus japanus Baly ヤツボシツツハムシ  エゾアカヤマアリの巣から幼虫が得られており，巣中の腐食質を食べて

育つものと思われる． 

 

  Brentidae ミツギリゾウムシ科 

Cobalocephalus gyotokui (Nakane) オニミツギリゾウムシ  寄主不明．近縁属の種ではオオアリ属の巣中で暮らすことが知ら

れている(丸山他, 2013).  

C. mizobei Morimoto キバナガヨミギリゾウムシ  寄主不明． 
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Paramorphocephalus fumosus (Morimoto) ツヤケシオニミツギリゾウムシ  寄主不明． 

     

 DIPTERA 双翅目 

  Calliphoridae クロバエ科 

Bengalia sp. 八重山諸島に生息．さまざまなアリ，シロアリに寄生する(丸山他, 2013). 

Stomorhina obsoleta (Wiedemann) ツマグロキンバエ(小松, 2014).  

  Diapiriidae ハエヤドリクロバチ科 

Tetramopria sp. シワアリヤドリクロバチ  トビイロシワアリ(丸山他, 2013). 

 

  Phoridae ノミバエ科 

Aenigmatias dorni Enderlein  ヤマアリ属の種に寄生（Goto & Takeno，1983）． 

Diocophora sp. トムライノミバエ  クロオオアリ，ムネアカオオアリ(丸山他, 2013). 

Dohrniphora sp. クサアリノミバエ  クサアリ亜属(丸山他, 2013). 

Microselia sp. アリクイノミバエ  クロオオアリ(丸山他, 2013). 

Hypogeophora macrothrix Goto ケブカコバネノミバエ  アズマオオズアリ（Goto，1986）． 

Phynchomicropteron sp. ウラナリノミバエ  ミナミオオズアリ(丸山他, 2013). 

Pseudacteon sp. ナマクビノミバエ  ケアリ属(丸山他, 2013). 

Puliciphora sp. ボウズノミバエ  リュウキュウアメイロアリ(丸山他, 2013). 

Gen. sp. クシケアリノミバエ  シワクシケアリ(丸山他, 2013). 

 

  Platygastridae ハラビロクロバチ科 

Platygaster ? sp. クチナガオオアブラハラビロクロバチ  クサアリ亜属(丸山他, 2013). 

 

  Stratiomyidae ミズアブ科 

Clitellaria obtuse (James) ハラビロミズアブ  クサアリ亜属(丸山他, 2013). 

 

  Syrphidae ハナアブ科 

Microdon japonicus Yano アリスアブ(アリノスアブ)  トビイロケアリ（矢野，1915；酒井，1987）． 

M. auricomus Coquillett キンアリスアブ  クロヤマアリ（新開，1990，1993）． 

M. oitanus Shiraki オオイタアリスアブ(＝トゲアリスアブ)  ハヤシクロヤマアリ（酒井，2008）． 

M. bifasciatus Matsumura フタオビアリスアブ  シワクシケアリ(丸山他, 2013). 

M. tuberculatus Shiraki コブアリスアブ  ハリブトシリアゲアリ(丸山他, 2013). 

M. simplex Shiraki ヒメルリイロアリスアブ  アズマオオズアリ(丸山他, 2013). 

M. kidai Hironaga & Maruyama シノノメアリスアブ  クロヤマアリ（Hironaga & Maruyama，2004）． 

M. yokohamai Hironaga & Maruyama ニシキアリスアブ  クロヤマアリ（Hironaga & Maruyama，2004）． 

M. murayamai Hironaga & Maruyama コマチアリスアブ  クロヤマアリ（Hironaga & Maruyama，2004）． 

M. macrocerus Hironaga & Maruyama ヒゲナガアリスアブ  ムネアカオオアリ（Hironaga & Maruyama，2004）． 

M. katsurai Maruyama & Hironaga ケンランアリスアブ  トゲアリ（桂，1996a，b，1998；廣永・岩井・丸山，1998；

Maruyama & Hironaga, 2004; 岩井・酒井, 2008; Iwai et al., 2016）． 

M．sp．１ ウスユキアリスアブ  ヤマクロヤマアリ(丸山他, 2013). 
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M. sp. 2 シリグロアリスアブ  ハヤシクロヤマアリ(丸山他, 2013). 

M. sp. 3 ミナミフタオビアリスアブ  ケブカアメイロオオアリ(丸山他, 2013). 

 

  Tachinidae ヤドリバエ科 

Strongygaster globula Meigen アリダマシヤドリバエ  ケアリ亜属に寄生（嶌，1989; 丸山他, 2013). 

 

 STREPSIPTERA 撚翅目 

  Myrmecolacidae アリネジレバネ科 

Stichotrema asahinai Hirashima et Kifune クツワムシネジレバネ；本科のメスは直翅目やカマキリ目に寄生し，オスはアリ類

に寄生する．本種のオスは未発見（前田・木船，1990a，b）． 

 

 HYMENOPTERA 膜翅目 

  Ichneumonidae ヒメバチ科 

Euryptera cremieri （Romand）アラカワアリヤドリバチ  =Euryptera grande （Budow）．クロクサアリに寄生（渡辺，1946；

Watanabe，1935，1984）とされて来たが，フシボソクサアリに限って寄生するようである(丸山他, 2013). 

Ghilaromma orientalis Tobias クロクサアリヤドリバチ  = Ghilaromma fuliginosi Wilkinson & Wilkinson．寄主はクロク

サアリ（Watanabe，1984）とされて来たが，フシボソクサアリに限って寄生するようである(丸山他, 2013). 

Hybrizon buccatum （de Brebisson） アリヤドリバチ  トビイロケアリ（Watanabe，1984）． 

H. sp.  トビイロケアリなど(丸山他, 2013). 

Genus sp. クシケアリヤドリバチ  シワクシケアリ(丸山他, 2013)，オモビロクシケアリ(寺山・丸山, 2007)． 

 

  Eucharitidae アリヤドリコバチ科 

Eucharis esakii Ishiiエサキアリヤドリコバチ  クロヤマアリの幼虫に寄生（渡辺，1950; 小松, 2014） 

Neolosbanus sp. ヒメアリヤドリコバチ  ツヤオオハリアリ(丸山他, 2013). 

Stilbula cyniformis tenuicornis （Ashmead）アリヤドリコバチ  クロオオアリ，ムネアカオオアリ（Clausen，1923，1941；渡辺，

1950） 

Schizaspidia yakushimensis Ishii ヤクアリヤドリコバチ  寄主不明．   

 

  Braconidae コマユバチ科 (= Aphidiidae アブラバチ科) 

Aclitus sappahis Takeda et Shiga チチュウアブラバチ  アズマオオズアリと関わり，アブラムシに寄生（Takada，1976；高

田・橋本，1983） 

Elasmosoma berolinense Ruthe アリヤドリコマユバチ クロヤマアリの働きアリに産卵（苅谷，1932，= Elasmosoma sp.；

Watanabe，1935） 

Myiocephalus boops (Wesmael) ヒゲナガアリヤドリコマユバチ  クロヤマアリ(丸山他, 2013). 

Neoneurus sp. 1 エゾアカヤマアリヤドリコマユバチ  エゾアカヤマアリ(丸山他, 2013). 

N. sp. 2 クロヤマアリヤドリコマユバチ  クロヤマアリ(丸山他, 2013). 

Paralipsis eikoae （Yasumatsu）エイコアブラバチ トビイロケアリと関わり，アブラムシに寄生（Takada，1976；Takada & 

Hashimoto，1985；高田・橋本，1983） 

Protaphidius nawai (Ashmead) オオアリマキバチヤドリバチ  アリが保護するヤノクチナガオオアブラムシとクヌギクチナガ大

アブラムシに，アリの護衛を破って寄生する(丸山他, 2013). 
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  Cynipidae タマバチ科 

Andricus symbioticus Kovalev ハコネナラタマバチ トビイロケアリ，クロヤマアリ等と寄主の植物を介しての栄養共生（Abe，

1988；阿部，2002）． 

 

  Bethylidae アリガタバチ科 

Pseudisobrachium nambui Terayama ナンブクビレアリガタバチ  本属の種は好蟻性甲虫に寄生する可能性が指摘されて

いる（Evans，1961，1964；Terayama，2006）．ここでは暫定的に掲載しておく． 

P. onoyamai Terayama オノヤマクビレアリガタバチ 

P. ryukyuanum Terayama リュウキュウクビレアリガタバチ 

 

  Pemphredonidae アリマキバチ科 

Pemphredon krimbeini Tsuneki エグレアリマキバチ  アブラムシを狩るカリバチで，アリの守るクチナガ大アブラムシを狩るた

めに，巧みにアリを挑発し，アブラムシから遠ざけた後にアブラムシを狩る(丸山他, 2013). 
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表２．半翅目のアブラムシ上科，カイガラムシ上科，キジラミ上科，ツノゼミ

科． 
栄養共生関係が中心となる．ミツバアリ属とアリノタカラカイガラムシ類は，顕著な種特異的関係を持つ．  

 

INSECTA 昆虫綱 

 HEMIPTERA 半翅目 

Steruchenorrhyncha 腹吻群 

 Aphidoidea アブラムシ上科 

Aphididae アブラムシ科 

Acrythosiphon perillae （Shinji）シソヒゲナガアブラムシ  アルゼンチンアリ（寺山・丸山，2007）. 

A. nipponicus （Essig et Kuwana） ヘクソカズラヒゲナガアブラムシ  アルゼンチンアリ（寺山・丸山，2007）. 

Anoecia corni （Fabricius）ミズキヒラタアアブラムシ  アズマオオヅアリ，クロオオアリ，トビイロケアリ，クロヤマアリ，アミメアリ

（田中，1961 =Anoecia sp.，1975 = Anoecia fulviabdominalis）；クロクサアリ，アメイロアリ，キイロシリアゲアリ（寺山・丸山，

2007）.  

Aphis argimoniae （Shinji） キンミズヒキフタマタアブラムシ  クロヤマアリ，トビイロケアリ（山本他，1980，1981）. 

Aphis citricola van der Goot ユキヤナギアブラムシ  アメイロアリ（山本他，1980，1981）. 

A. crassivora Koch マメアブラムシ  トビイロシワアリ（太田，1939，= A. medicaginis; Katayama & Suzuki, 2003）；トビイロ

ケアリ（坂田，2000; Katayama & Suzuki, 2003）；アズマオオズアリ（山本他，1980，1981）; トビイロシワアリ，トビイロケアリ，ク

ロヤマアリ (山口, 1982). 

A. farinose Gmelin ヤナギアブラムシ クロオオアリ（蜷川，1985，= ヤナギシロハラケアブラムシ） 

A. filipendulae Matsumura ナツユキアブラムシ  トビイロケアリ（山本他，1980，1981）. 

A. gossypii Glover ワタアブラムシ  トビイロケアリ（寺山・丸山，2007），クロオオアリ（蜷川，1978），アルゼンチンアリ（寺山・丸

山，2007; 頭山・伊藤, 2015）． 

A. glycines Matsumura ダイズアブラムシ  トビイロシワアリ（太田，1939，1941）；トビイロケアリ，クロヤマアリ，キイロシリアゲ

アリ（寺山・丸山，2007）． 

A. kurosawai Takahashi  トビイロシワアリ，トビイロケアリ，クロヤマアリ (山口, 1982). 

A. nerii Boyer de Fonseolombe キョウチクトウアブラムシ  アルゼンチンアリ（寺山・丸山，2007）． 

A. patriniae Takahashi  トビイロケアリ（山本他，1980，1981）． 

A. taraxacicola （Boerner） タンポポアブラムシ  トビイロケアリ，イエヒメアリ，アミメアリ（杉本，1999）． 

A. rumicis Linnaeus ギシギシアブラムシ  トビイロケアリ，トビイロシワアリ，ヒラアシクサアリ，アメイロアリ，ヨツボシオオアリ（寺

山・丸山，2007）． 

A. spiraecola Patsch ユキヤナギアブラムシ  アミメアリ，サクラアリ，アメイロアリ（加藤，1971）； ルリアリ，クロオオアリ，トビイロ

ケアリ（加藤，1967）． 

Brevicoryne brassicae （Linnaeus） ダイコンアブラムシ（= Aphis fabae）  トビイロケアリ，クロヤマアリ（寺山・丸山，2007）. 

Cavariella oenanthi （Shinji）セリスナヨセアブラムシ  トビイロケアリ（寺山・丸山，2007）． 

Cerataphis freycinetinae van der Goot ツルアダンヒラタツノアブラムシ  アシジロヒラフシアリ（Kurosa & Aoki，2006）． 

Cinara costata （Zetterstedt） コフキトビイロオオアブラムシ  クロヤマアリ（河野・杉原，1939，= Lachniella costata）． 

C. laricicola （Matsumura） カラマツオオアブラムシ  トビイロケアリ，ツノアカヤマアリ（山本他，1980，1981）；クロオオアリ

（蜷川，1978）． 

Cinara longipennis （Matsumura） ハネナガオオアブラムシ  エゾアカヤマアリ，ツノアカヤマアリ，クロヤマアリ，ムネアカオ
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オアリ，クロクサアリ（河野・杉原，1939）． 

C. hattorii Kono et Inouye ハットリオオアブラムシ  ムネアカオオアリ（河野・杉原，1939）． 

C. matsumurai Hille Ris Lambers トドミドリオオアブラムシ  エゾアカヤマアリ，ツノアカヤマアリ，クロヤマアリ，ムネアカオオ

アリ，トビイロケアリ，クロクサアリ，エゾクシケアリ（河野・杉原，1939，= Todolachus abietis）． 

C. piniformosana （Takahashi） マツオオアブラムシ  トビイロケアリ（山本他，1980，1981）；クロオオアリ（蜷川，1985 = 

Cinara pini）． 

C. todocola Inouye  トドマツオオアブラムシ  エゾアカヤマアリ，クロヤマアリ，エゾクシケアリ （河野・杉原，1939）；トビイロケ

アリ（山本他，1980，1981）． 

C. jezoana Inouye エゾマツオオアブラムシ  クロヤマアリ，トビイロケアリ，エゾクシケアリ（河野・杉原，1939）． 

Coloradoa rufomaculata （Wilson）キククビレアブラムシ  アルゼンチンアリ（寺山・丸山，2007）． 

Cryptomyzus taoi Hille Ris Lambers ホトケノザクキケアブラムシ(ハナトラノオコブアブラムシ)  アルゼンチンアリ（頭山・伊

藤，2015）． 

Dysaphis plantaginea （Passerini）オオバコアブラムシ  アメイロアリ（寺山・丸山，2007）． 

Geoica lucifuga （Zehntner）サトウキビネワタムシ  トビイロケアリ（田中，1961）． 

Greenidea kuwanai （Pergande） クワナケブカアブラムシ  クロヤマアリ，トビイロケアリ（梶田，1965）；クロオオアリ（永山，

1950a，b）；キイロシリアゲアリ(富樫，私信)． 

Hypalopterus pruni （Geoffroy）モモコフキアブラムシ  トビイロケアリ（寺山・丸山，2007）. 

Lipahis erysimi （Kaltenbach） ニセダイコンアブラムシ  アルゼンチンアリ（寺山・丸山，2007）. 

Macrosiphoniella hikosanensis Moritsu ヒコサンヒメヒゲナガアブラムシ  トビイロケアリ，クロヤマアリ（山本他，1980，

1981）. 

M. kuwayamai Takahashi クワヤマヒメヒゲナガアブラムシ  トビイロシワアリ，トビイロケアリ，クロヤマアリ (山口, 1982). 

M. pseudoartemisiae Shinji  クソニンジンヒゲナガアブラムシ  トビイロシワアリ，トビイロケアリ (山口, 1982). 

M. samborni （Gillette） キクヒメヒゲナガアブラムシ  トビイロシワアリ（太田，1941）； トビイロケアリ（寺山・丸山，2007）. 

M. yomogicola （Matsumura） ヨモギヒゲナガアブラムシ  トビイロケアリ，クロヤマアリ（山本他，1980，1981）. 

Melanaphis bambusae （Fullaway） タケツノアブラムシ  アメイロアリ（寺山・丸山，2007）. 

M. japonica （Takahashi）ススキアブラムシ  トビイロケアリ，アミメアリ（寺山・丸山，2007）；クロオオアリ（乙部，1974）. 

M. sacchari （Zehntner） ヒエノアブラムシ   トビイロケアリ（寺山・丸山，2007）. 

Megoura crassicauda Mordivilko ソラマメヒゲナガアブラムシ  トビイロケアリ（Sakata，1995，1999）. 

M. kuricola （Matsumura）クリヒゲマダラアブラムシ  トビイロケアリ（Sakata，1995，1999）. 

Myzus persicae （Sulzer） モモアカアブラムシ   トビイロシワアリ（太田，1941）. 

Neocalaphis magrolicolens （Takahashi） ホオノキヒゲナガマダラアブラムシ  シワクシケアリ（山本他，1980，1981）. 

Neochromaphis carpinicola （Takahashi）イヌシデクロマダラアブラムシ  クロヤマアリ，トビイロケアリ，アミメアリ，キイロシリア

ゲアリ（森下，1939a，b，= Chromaphis carpinicola）. 

Macchiatiella itadori （Shinji） イタドリオマルアブラムシ  クロオオアリ（蜷川，1981）. 

Mindarus albietinus japonicus Takahashi トドワタムシ  クロヤマアリ（河野・杉原，1939，= Mindarus japonicus）. 

Neocalaphis magnolicolens （Takahashi） ホオノキヒゲナガマダラアブラムシ  夏から秋にアリが来訪（山本他，1981）． 

Nippolachuns pyri Matsumura ナシノミドリオオアブラムシ  トビイロシワアリ（太田，1939，1941）． 

Nipponaphis litseae Takahashi シロダモムネアブラムシ  トビイロケアリ（寺山・丸山，2007）． 

N. distyliicola Monzen イスノフシアブラムシ  クロクサアリ（西山，1971）；トビイロケアリ（寺山・丸山，2007）；アメイロアリ，ケブ

カアメイロアリ，サクラアリ，フシナガケアリ，アミメアリ，テラニシシリアゲアリ，ムネアカオオアリ，ハヤシクロヤマアリ（冨樫，私信）． 
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Ovatus crataegarius （Walker） ハッカイボアブラムシ  アミメアリ（寺山・丸山，2007）.  

Paracletus cimiciformis Hyden ハルカワネアブラムシ  トビイロケアリ，トビイロシワアリ，クロオオアリ，クロヤマアリ（田中，

1961，1975）; トビイロシワアリ (山口，1982). 

Periphyllus californiensis （Shinji） モミジニタイケアブラムシ  クロヤマアリ（太田，1939，= Chaitophorus aceris）；シワク

シケアリ，トビイロケアリ，ハヤシケアリ，アメイロアリ（山本他，1980，1981）. 

Pterocomma pilosum Buckton ヤナギミキアブラムシ  クロオオアリ（蜷川，1985）． 

Lachnus sorini Binazzi et Remaudière カシコブオオアブラムシ   キイロシリアゲアリ(寺山・富樫，未発表). 

L. tropicalis （van der Goot） クリオオアブラムシ  クロヤマアリ，アミメアリ（太田，1939）；クロオオアリ（森下，1939c）；トビイロ

ケアリ（Sakata，1995，1999）；シワクシケアリ，ハヤシケアリ（山本他，1980，1981）． 

Prociphilus oriens Mordwilko トドノネオオワタムシ  キイロケアリ（河野・杉原，1939）；ハヤシケアリ，ヤマトアシナガアリ（山本

他，1980，1981）． 

P. konoi Hori コオノオオワタムシ   キイロケアリ（河野・杉原，1939）． 

Rhopalosiphum madis （Fitch） トウモロコシアブラムシ  クロヤマアリ（田中，1975）． 

R. rufiabdominalis （Sasaki） オカボノアカアブラムシ  トビイロケアリ，アメイロアリ，クロオオアリ，クロヤマアリ，オオヅアリ，ア

ズマオオヅアリ，キイロシリアゲアリ，トビイロシワアリ，トビイロケアリ，サクラアリ，アメイロアリ，トフシアリ，クロヤマアリ，アミメアリ（太

田，1941，= R. avenae；田中，1961，1975）． 

R. padi （Linnaeus） ムギクビレアブラムシ  トビイロケアリ，キイロシリアゲアリ，アズマオオズアリ，トビイロシワアリ，クロオオアリ，

クロヤマアリ（石倉他，1957，= R. prurifoliae；福井，1996）；シワクシケアリ（山本他，1980，1981）． 

Sappaphis piri Matsumura ナシマルアブラムシ トビイロケアリ，アズマオオヅアリ他（高田・橋本，1983）；オオズアリ(福井, 

1996)． 

Shizaphis rotundiventris （Signoret） ショウブアブラムシ  クロヤマアリ，アミメアリ（冨樫，2004）． 

Stomaphis hirukawai Sorin ヒルカワクチナガオオアブラムシ  ヒノキを吸汁し，ヒゲナガケアリが集まる．ヒゲナガケアリは本

種の卵を手厚く保護する(Matsuura & Yashiro, 2006)． 

S. quercus japonica Takahashi クヌギクチナガオオアブラムシ  ヒゲナガケアリ（森津，1983）；クロクサアリ，ヒラアシクサアリ，

アメイロケアリ（寺山・丸山，2007）; トゲアリ(宮入・山本, 2015). 

Stomaphis yanonis Takahashi ヤノクチナガオオアブラムシ  トビイロケアリ（Takada，1989）. アミメアリ，クロクサアリ，ヒラア

シクサアリ（寺山・丸山，2007）． 

Tetraneura nigriabdminalis （Sasaki） オカボクロアブラムシ  トビイロケアリ，アズマオオヅアリ，キイロシリアゲアリ，トビイロ

シワアリ（田中，1961）. 

T. ulmio Linnaeus ニレフシアブラムシ  トビイロケアリ（寺山・丸山，2007）． 

Tinocallis kahawaluokalnai （Kirkaldy）サルスベリヒゲマダラアブラムシ  クロオオアリ，クロヤマアリ，ウメマツオオアリ．オオ

ズアリ，アメイロアリ，アミメアリ（寺山・丸山，2007）． 

Toxoptera odinae （van der Goot） ハゼアブラムシ  クロオオアリ，ハヤシクロヤマアリ，モリシタクサアリ，アミメアリ，アシナガ

アリ（Togashi，1987）；クロクサアリ，テラニシシリアゲアリ（寺山・丸山，200x）；キイロシリアゲアリ（寺山・丸山，2007）；トビイロケア

リ（山本他，1980，1981）． 

T. citricidus （Kirkaldy） ミカンクロアブラムシ  トビイロケアリ，クロヤマアリ，アメイロアリ，ルリアリ，クロオオアリ（加藤，1967）；

アミメアリ（加藤，1971; Kaneko, 2003）；アルゼンチンアリ（寺山・丸山，2007）；オオズアリ（寺山・丸山，2007）． 

Trichosiphonapis lonicevae （Uye） スイカズラヒゲナガアブラムシ  トビイロケアリ（寺山・丸山，2007）；クロオオアリ（蜷川，

1978）． 

Tuberculatus quercicola （Matsumura） カシワホシブチアブラムシ(ナラブチアブラムシ)  エゾアカヤマアリ （Ito & 
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Higashi，1991; 八尾, 2009）． 

Tuberolachnus saliginus （Gmelin） ヤナギコブオオアブラムシ  トビイロケアリ（山本他，1980，1981）． 

Yamatocallis tokyoensis （Takahashi） トウキョウカマガタアブラムシ  トビイロケアリ（寺山・丸山，2007）． 

 

 Coccidea カイガラムシ上科 

Coccidae カタカイガラムシ科 

Ceroplastes japonicus Green カメノコロウムシ  トビイロシワアリ（太田，1941）. 

Ceroplastes rubens Maskell ルビーロウムシ  アミメアリ（太田，1939）；トビイロケアリ（市岡，1997）；ヒゲナガアメイロケアリ

（山田，2001）． 

Coccus hesperidum Linnaeus ヒラタカイガラムシ  アミメアリ，ヒゲナガアメイロケアリ（山田，2001）; トビイロシワアリ (山口，

1982)． 

Eucalymnatus tessellates （Signoret） カメノコロウカタカイガラムシ  トビイロシワアリ（太田，1939）． 

Lecanium horii （Kuwana）モミジワタカイガラムシ   トビイロケアリ（山田，2001）． 

L. kunoensis Kuwana タマワタカイガラムシ  トビイロケアリ（山田，2001）． 

Milbiscutulus mangiferae （Marlatt） マンゴウクロホシカイガラムシ  ウメマツオオアリ（山田，2001）；トビイロケアリ（寺山・丸

山，2007）． 

Pulvinaria okitsuensis Kuwana オキツワタカイガラムシ  トビイロケアリ（山田，2001）． 

Saissetia coffeae （Walker）  ハンエンカタカイガラムシ  アシナガキアリ（山田，2001）． 

 

  Aclerdidae カタカイガラモドキ科 

Aclerda tokionis （Cockerell） タケノカタカイガラモドキ  アミメアリ（太田，1939）． 

 

Pseudococcidae コナカイガラムシ科 

Aontonina graminis （Maskell） チガヤシロオカイガラムシ  アシナガキアリ（山田，2001）． 

Crisicoccus matsumotoi （Siraiwa） マツモトコナカイガラムシ  トビイロケアリ（河合，1980）． 

Dysmicoccus brevipes （Cockerell）パイナップルコナカイガラムシ   アシナガキアリ，ヒゲナガアメイロアリ，アミメアリ，アシジ

ロヒラフシアリ，（高橋，1939；高良他，1966；東，1968）． 

Eumyrmococcus smithi Silvestrii アリノタカラカイガラムシ  ミツバアリ（上，1928，1933；寺山，1988；Kishimoto-Yamada 

et al.，2005）． 

E. nipponensis Terayama シズクアリノタカラカイガラムシ  イツツバアリ（寺山，1988）． 

Ishigakicoccus shimadai Tanaka  ヨツバアリ(Tanaka, 2016). 

Maconellicoccus hirsutus （Green）ワタコナカイガラムシ  アシナガキアリ（山田，2001）． 

Miscanthicoccus miscanthi （Takahashi）ススキコナカイガラムシ  アメイロアリ（山田，2001）． 

Phenacoccus madeirensis Green & Laing マデイラカイガラムシ  アシナガキアリ（山田，2001）． 

Planococcus liacinus （Cockerell）タイワンコナカイガラムシ  ハダカアリ，アシジロヒラフシアリ（山田，2001）． 

Pseudococcus citriculus Green ミカンヒメコナカイガラムシ  トビイロケアリ，アミメアリ（市岡，1997）． 

Xenococcus kinomurai (Williams & Terayama) キノムラアリノタカラカイガラムシ  = Eumyrmococcus kinomurai． ヒラ

セヨツバアリ（Williams & Terayama，2000）． 

 

  Eriococcidae フクロカイガラムシ科 
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Drosicha corpulenta （Kuwana）オオワラジカイガラムシ  アルゼンチンアリ（寺山・丸山，2007）． 

Eriococcus lagerstroemiae Kuwana キフクロカイガラムシ  トビイロケアリ（山田，2001）；アルゼンチンアリ（寺山・丸山，

2007）． 

E. onukii Kuwana タケノフクロカイガラムシ  クロクサアリ（太田，1939）；キイロシリアゲアリ（山田，2001）． 

E. sojae Kuwana ダイズフクロカイガラムシ  トビイロシワアリ (山口，1982).  

 

  Margarodidae ワタフキカイガラムシ科 

Drosicha corpulenta （Kuwana） オオワラジカイガラムシ  クロヤマアリ（太田，1939）． 

Icerya purchasi Maskell イセリアカイガラムシ  トビイロケアリ，クロクサアリ，アミメアリ（太田，1939）;アルゼンチンアリ（寺山・

丸山，2007）． 

I. aegyptiaca （Douglas）エジプトワタフキカイガラムシ  アシナガキアリ（山田，2001）． 

 

  Diaspididae マルカイガラムシ科 

Unaspis yamatonis （Kuwana）ヤノネカイガラムシ  アルゼンチンアリ（寺山・丸山，200７）． 

 

 Psylloidea キジラミ上科 

  Syllidae キジラミ科 

Psylla elaeagni Kuwayama グミキジラミ  クロオオアリ（福田・田中，1973；江島他，1974）． 

 

  Triozidae トガリキジラミ科 

Trioza quercicola Shinji クロトガリキジラミ  クロオオアリ，トビイロケアリ（寺山・丸山，2007）． 

 

Auchenorrhyncha 頚吻群 

 Ciccadomarpha セミ型類 

  Membracidae ツノゼミ科 

Centrotus nitobei Matsumura ニトベツノゼミ  さまざまなアリ(林他，1983; 林・遠藤，1985a, b; 知久, 1994). 

Gargara katoi Metcalf et Wade オビマルツノゼミ  トビイロケアリ（林・遠藤，1985a, b）; さまざまなアリ(丸山他, 2013)． 

G. genistae （Fabricius） マルツノゼミ  クロヤマアリ（林・遠藤，1985a, b）; さまざまなアリ(丸山他, 2013). 

G. rhodendrona Kato ミヤママルツノゼミ  クロヤマアリ，エゾアカヤマアリ，クロオオアリ，トビイロケアリ．幼虫の他に成虫にも

アリが集まる（林・遠藤，1985a, b）. 

Machaerotypus sibiricus （Lethierry） トビイロツノゼミ  トビイロケアリ（林・遠藤，1985a, b）; さまざまなアリ(丸山他, 2013)． 

Orthobelus flavipes Uhler ツノゼミ  クロヤマアリ，トビイロケアリなど（林・遠藤，1985a, b）． 

Tsunozemia mojiensis （Matsumura） モミジツノゼミ   クシケアリ属（林・遠藤，1985a, b）． 
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表３．鱗翅目． 
栄養共生関係が中心となるが，片利共生関係となる者や寄生関係（捕食−被食関係）となるアリ卵・幼虫食者も見られる．迷チョウ

で一時的に発生した種の記録も加えた． 

*: アリ卵・幼虫食性種． #: 偶産で，一時的に国内で発生した種． 

 

 LEPIDOPTERA  鱗翅目 

  Lycaenidae シジミチョウ科 

[特定のアリの種の巣内に入るアリとの関係の強い種（絶対的関係）] 

Spindasis takanonis （Matsumura） キマダラルリツバメ  樹上営巣性のハリブトシリアゲアリの巣中で育つ（山口，1988）． 

Niphanda fusca （Bremer & Gray） クロシジミ  1，2齢ではアブラムシやキジラミからの分泌物を食べ，３齢以降クロオ 

  オアリの巣中で育つ（永山，1950a，b；蜷川，1985；Hojo et al., 

  2014）． 

Maculinea teleius （Bergstraesser） ゴマシジミ* ワレモコウを食べて育ち，4齢でシワクシケアリ種群の一種の巣に入り， 

 卵や幼虫を食べて育つ（石村，1952）. 

M. arionides （Staudinger） オオゴマシジミ*  ３齢までは植食性でシソ科のカイバヒキオコシたクロバナヒキオコシの 

 つぼみを食べて育ち，３齢後期から４齢でシワクシケアリ種群の一種 

 (ゴマジシミの寄主とは別種)の巣に運ばれ，卵や幼虫を食物とする 

 （平賀，1952，1955）． 

 

[アリとの関係が強く，アリの巣付近，あるいはアリの巣内に入り蛹化する種] 

Shirozua jonasi （Janson） ムモンアカシジミ 孵化した幼虫は最初アブラムシやカイガラムシ類の甘露を餌とし，後に 

  クヌギやコナラ等の芽に入り，クサアリ類（ヒラアシクサアリ，クロクサア 

  リ，フシボソクサアリ）に保護されて育つ（山口，198；白水，2006; 井 

  上他, 2007）．終齢幼虫になるとクサアリ類の巣中あるいは近くで蛹 

  化する. 

Plebejus argus （Linnaeus） ヒメシジミ  トビイロケアリ，ツノアカヤマアリ，クロオオアリ（福田，1984；渡辺， 

  1987）；トビイロシワアリ，サクラアリ，エゾクシケアリ(渡辺, 私信)．蛹 

  はアリの巣中から見い出される（栗田・田下，1996）．成虫にもトビイ 

  ロケアリが集まる（丸山，1983）． 

Lycaeides argyrogromon Bergestaesser ミヤマシジミ クロオオアリ（萩原，2006; Omura et al., 2006; Watanabe, 2009）； 

  クロヤマアリ（福田，1984; Omura et al., 2006）；キイロケアリ（渡 

  辺，1987）；エゾアカヤマアリ，アミメアリ(Omura et al., 2006)；トビ 

  イロケアリ（萩原，私信）；サクラアリ(渡辺，私信)．コマツナギを食べ 

  て育ち，終齢幼虫はクロオオアリの巣に入り，その中で蛹化する（萩 

  原，2006; Watanabe & Hagiwara, 2009）． 

L. subsolanus Eversmann アサマシジミ  クロヤマアリ（渡辺，1987）；トビイロケアリ，ハヤシケアリ（寺山・坂本， 

  未発表；渡辺，1987では（?）を付してトビイロケアリを発表）．幼虫は 

  アリの巣内に入る可能性があり，暫定的にここに位置付けておく 

 

[アリの巣付近あるいは巣内で蛹化の可能性がある種] 
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Shijimiaeoides divinus （Fixsen）オオルリシジミ クロオオアリ，キイロシリアゲアリ（丸山，1982；渡辺，1987）；クロヤマア 

  リ，クロオオアリ，トビイロケアリ，ヒメトビイロケアリ，キイロシリアゲア 

  リ，トビイロシワアリ（村田・野原，1993；村田，1999，2003; Murata  

  & Matsuura, 2013）．アリの巣口で蛹化が見られ，蛹にアリによる 

  保護が加えられている可能性がある．蛹にキイロシリアゲアリが集ま 

  ると言う観察もある（福田他，1984）. クロオアリの巣中から蛹が得ら 

  れた例もある(西尾, 2010a)． 

Glaucopsyche lycormas （Butler）カバイロシジミ ケアリ類，ヤマアリ類，アメイロアリ，クオロオアリ（工藤，1981a，b， 

  1983a，b）．アリの巣中あるいは巣付近で蛹化する可能性がある． 

 

 ［巣外で幼虫にアリが来集する栄養共生関係を持つ種］ 

Scolitantides orion Pallas ジョウザンシジミ トビイロケアリ，クロヤマアリ（澤本，1940）． 

Panchala ganesa Moore ルーミスシジミ  ハリブトシリアゲアリ（福田他，1984）． 

Narathura japonica （Murray）ムラサキシジミ クロクサアリ，クロオオアリ他（福田他，1984；渡辺，1987）． 

N. bazalus Hewitson ムラサキツバメ  トビイロケアリ，チクシトゲアリ，クロオアリ等８種（渡辺，1987；小山・ 

  井上，2004）． 

Artopoetes preyeri （Murray）ウラゴマダラシジミ トビイロケアリ，シベリアカタアリ，ウメマツオオアリ（中西，1987；渡辺， 

  1987）． 

Coreana raphaelis Oberthurチョウセンアカシジミ トビイロケアリ，ハヤシケアリ，ヒラアシクサアリ（工藤，1984）． 

Ussuriana stygiana （Butler）ウラキンシジミ 種類不明（福田他，1984；浅野・猪又，1987）． 

Fixenia w-album Koch カラスシジミ  クロクサアリ（工藤，1983）． 

F. mera （Janson）ミヤマカラスシジミ  トビイロケアリ（小山内，1951）． 

Rapala arata （Bremer）トラフシジミ  シベリアカタアリ（渡辺，1987）． 

Artipe eryx （Linnaeus）イワカワシジミ  アシジロヒラフシアリ，アシナガキアリ（坂本，未発表）． 

Callophrys ferrea （Butler）コツバメ  トビイロケアリ（福田他，1984；渡辺，1987）． 

Lampides boeticus （Linnaeus）ウラナミシジミ トビイロケアリ，アミメアリ，クロヤマアリ，クロオオアリ（木部，1947； 

  渡辺，1987）． 

Nacaduba kurava Moore アマミウラナミシジミ アシジロヒラフシアリ（福田他，1984；渡辺，1987）． 

Prosotas nora （C. Felder）ヒメウラナミシジミ アシジロヒラフシアリ（渡辺，1987）． 

Jamides bachus Stoll ルリウラナミシジミ  アシジロヒラフシアリ（松岡，1976）． 

Zizeeria maha （Kollar）ヤマトシジミ  トビイロケアリ，アメイロアリ他（福田他，1984；渡辺，1987）． 

Z. karsandea （Moor）ハマヤマトシジミ  種類不明（渡辺，1987）．マレーシアでの観察でアワテコヌカアリの来 

  集例がある（福田他，1984）． 

Zizina otis （Fabricius）シルビアシジミ  クロヤマアリ，キイロシリアゲアリ(渡辺，私信)；種類不明（福田他， 

  1984; 渡辺，1987）． 

Celastrina argiolus （Linnaeus）ルリシジミ クロオオアリ，トビイロケアリ，クロクサアリ，エゾアカヤマアリ（福田他， 

  1984；福田，1990；渡辺，1987）． 

C. sugitanii （Matsumura）スギタニルリシジミ クロオオアリ，トビイロケアリ（福田，1984；渡辺，1987）． 

Acytolepis puspa （Horsfield）ヤクシマルリシジミ トビイロケアリ（渡辺，1987）． 

Neopithecops zalmora （Butler）ヒメウラボシシジミ  トビイロケアリ（渡辺，1987）． 
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Pithecops fulgens Doherty ツシマウラボシシジミ オオアリ類，アメイロアリ（福田他，1984；渡辺，1987）． 

P. corvus Fruhstorfer リュウキュウウラボシシジミ キイロオオシワアリ(寺山・坂本，未発表)． 

Megisba malaya Horsfield タイワンクロボシシジミ  種類不明（渡辺，1987）． 

Everes argiades （Pallas） ツバメシジミ  種類不明（渡辺，1987）． 

E. lacturnus Godast タイワンツバメシジミ  種類不明（岩崎，1980）． 

Tongeia fischeri （Eversmann） クロツバメシジミ 種類不明（福田他，1984；渡辺，1987）． 

Euchrysops cnejus （Favricius） オジロシジミ 種類不明（渡辺，1987）． 

Chilades mindora （C. & R. Felder） ソテツシジミ＃  ヒゲナガアメイロアリ，アシナガキアリ（福田他，1972）． 

Chilades pandava （Horsfeild） クロマダラソテツシジミ＃   ヒゲナガアメイロアリ，アシナガキアリ（福田他，1972）． 

Leptotes plinius （Fabricius） カクモンシジミ＃ 種類不明（福田他，1984；渡辺，1987）． 

Catochrysops panormus （Felder） ウスアオオナガウラナミシジミ＃ 種類不明（福田他，1984；渡辺，1987）． 

Jamides alecto （C. Felder） シロウラナミシジミ＃ 種類不明（渡辺，1987）． 

Zizula hylax （Fabricius） ホリイコシジミ＃ 種類不明（渡辺，1987）． 

 

［基本的に共生関係を持たないがアリが来集した記録のある種］ 

Favonius orientalis （Murray） オオミドリシジミ 種類不明（渡辺，1987）． 

F. ultramarinus （Fixsen） ハヤシミドリシジミ ヤマアリ類，ケアリ類（渡辺，1987）． 

F. taxila （Bremer） ジョウザンミドリシジミ  トビイロケアリ（渡辺，1987）． 

F. yuasai Shirozu クロミドリシジミ  種類不明（渡辺，1987）． 

Chrysozephyrus smaragdinus （Bremer） メスアカミドリシジミ 種類不明（福田他，1984；渡辺，1987）． 

 

  Noctuidae ヤガ科 

Dryobotodes pryeri Leech プライヤオビキリガ 幼虫にムネアカオオアリ，クロオアリが集まる（工藤，1983，1984）． 

 

Tineidae ヒロズコガ科 

Gaphara conspersa （Matsumura）マダラマルハヒロズコガ ヒラアシクサアリ，クロクサアリ，トビイロケアリ，アミメアリ 

   （Narukawa et al.，2002）．アリの巣中や巣の周辺に見られ，アリ 

   の死骸や腐食物を食べて育つものと思われる． 
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